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今月の主な内容
老後への備え健康も忘れずに……一一…・P2～P3

10月28日は白石市長選挙の投標日です……P4～P5

高額療養費の支給制度の変更と退職者医療制度…P7

全国防犯運動、畜犬届と予防接種…………P8～P9

トピックス、わが家の味………………・・一P10～P11

市民登場、地名アレコレ、市民文芸………P12～P13

おしらせ、公民館だよリー…・一……・…・・P14～P17

カメラ・ニュース、休日急患当番医・・……………・P18

　9月15日（敬老の日）、福岡小学校（服部利雄校長、

児童426名〉の大運動会が、さわやかな秋空のもとにぎ

やかに行なわれました。福岡小学校4分校の児童60

名も、本校の児童たち（378名）と一緒に各プログラ

ムに一生けんめい取り組み、元気いっぱいの演技を

披露していました。応援にきたお父さん、お母さん

も、子どもたちと一緒にさかんな声援をおくり、

にぎやかな秋の一日となりました。



健康も忘れずに老後への備え

　老後の準備は40代からといわれますが、これは

経済面に限ったことではありません。健康につい

ても・老後への備えが必要です。かけがえのない

財産、健康を失わないようにしましょう。

　10月10目は「体育の日」、またこの目から16目ま

での1週間は「40歳からの健康週間」です。今年

から始まるこの週間は、壮年期からの健康づくり

と成人病予防のための週間です。

二
、
「
箋
己
丁
κ
目
　

ダ
、
訓
雪
！
　
ぎ

　
人
間
は
動
物
で
す
か
ら
、
動
い
て

い
る
の
が
本
来
の
姿
で
す
。
食
べ
物

を
得
る
、
水
を
く
む
、
火
を
起
こ
す

…
ほ
ん
の
数
十
年
前
ま
で
、
こ
う
い

っ
た
こ
と
に
対
し
て
今
よ
り
も
厚
体

を
動
か
し
て
い
た
”
は
ず
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
人
間
は
こ
れ
ら
の
作

業
を
つ
ら
い
こ
と
、
嫌
な
こ
と
と
感

じ
て
い
た
よ
う
で
す
。
科
学
技
術
の

進
歩
は
、
こ
う
い
っ
た
労
働
か
ら
逃

れ
よ
う
と
し
た
努
力
の
積
み
重
ね
、

と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
楽
を
し
た
い
、
体
を
動
か
し
た
く

な
い
…
…
。
そ
の
結
果
、
蛇
口
を
ひ

ね
れ
ば
水
が
得
ら
れ
、
ス
イ
ッ
チ
一

つ
で
火
が
起
こ
る
と
い
っ
た
具
合
に
、

繰
り
返
し
行
う
労
働
か
ら
逃
れ
た
り
、

つ
ら
い
労
働
に
か
か
わ
る
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
で
”
運
動
不
足
”

と
い
う
大
問
題
を
抱
え
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
す
。
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運
動
不
足
1
そ
の
際
立
っ
た
例

は
、
病
気
で
寝
て
い
る
八
を
別
に
す

る
と
、
宇
宙
飛
行
士
で
し
ょ
う
。
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ら
は
狭
い
宇
宙
船
内
、
し
か
も
無
重

力
状
態
と
い
う
足
腰
の
負
担
が
ほ
と

ん
ど
な
い
環
境
で
、
何
日
間
あ
る
い

は
何
週
間
か
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
宇
宙
飛
行
で
最
大
の
危
険
は
、
体

重
ゼ
ロ
と
い
う
状
態
に
人
体
が
慣
れ

切
っ
て
し
ま
う
こ
と
、
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
状
態
で
は
、
重

力
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
足
腰
の
筋

肉
に
血
が
流
れ
に
く
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。
使
わ
な
い
自
転
車
の
ハ

ン
ド
ル
や
ギ
ヤ
に
油
が
通
わ
な
く
な

っ
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ

い
。
放
っ
て
お
く
と
動
か
な
く
な
っ

犠
一
〆

て
し
ま
う
は
ず
で
す
。

　
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
絶
え
ず

動
か
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
九
七
八
年
に
「
サ
リ
ュ
！
ト
六

号
」
で
百
四
十
日
間
の
宇
宙
滞
在
を

し
た
ソ
連
の
宇
宙
飛
行
士
の
例
で
言

え
ば
、
午
前
八
時
起
床
、
午
後
十
］

時
就
寝
と
い
う
日
課
の
中
で
、
毎
日

二
ー
三
時
間
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ロ
ー

ド
（
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
の
上
で
走
る
V

や
車
輪
の
な
い
自
転
車
を
使
っ
た
運

動
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
、
と
い

う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
の
宇
宙
船
、
ス
ペ
ー
ス

シ
ャ
ト
ル
で
も
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ロ

ー
ド
を
使
っ
た
運
動
時
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

体力づくり10：か条

　
マ
イ
コ
ン
が
温
度
調
節
す
る
エ
ァ

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
i
、
声
の
出
る
電

子
レ
ン
ジ
…
…
。
わ
た
し
た
ち
の
生

活
空
間
は
以
前
に
も
増
し
て
、
宇
宙

船
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
動
車
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
利

用
に
よ
っ
て
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
足
腰
は
、
無
重
力
状
態

と
同
じ
”
組
る
ま
湯
”
に
浸
さ
れ
て

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
に
も
、
宇
宙

飛
行
士
を
見
習
っ
て
日
課
に
運
動
時

間
を
組
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
き
が
や
っ
て
き
た
、
と
い
え
る
で

し
よ
う
。

①3階までの上り下りにはエレベーター

　を使わない。
　　　　　　　　　　また②前かがみ姿勢の外股歩きをやめ、腰を

　押しだすようにさっさと歩く。

③落ちているものを拾う時は、膝のバネ

　を使って拾う。

④まめに動（1．

⑤靴下の脱ぎ履きは、片足立ちで。

⑥笑いと歌を忘れすに。

⑦階段を上がる時は　手すりにつかまら

　ない。

⑧自然との接触の機会を多く持つ。

⑨イライラ、クヨクヨ、ドキドキは少な

　くする。

⑩自分自身に適した健康法を用意する。

文部省「スポーツを生涯の友に」（中高年編｝より

2

』
蓄
：

　
健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
は
、
「
運
動
」

「
栄
養
」
「
休
養
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
に
住
む
百
歳
以
上
の
人
全
員

を
対
象
と
し
た
調
査
、
「
長
寿
者
保
健

栄
養
調
査
」
（
健
康
・
体
力
づ
く
り
事

業
財
団
）
の
結
果
か
ら
も
、
そ
の
こ

と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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ま
ず
、
長
寿
者
が
『
番
長
く
従
事

し
た
仕
事
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
過

ご
し
た
生
活
環
境
の
良
し
悪
し
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
体
を
動
か
す
こ
と

が
健
康
に
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
結

果
が
出
て
い
よ
す
。

　
長
寿
者
が
一
番
長
く
従
事
し
た
職

業
の
五
二
・
三
％
は
農
林
業
で
す
。

次
い
で
商
売
な
ど
の
自
営
業
一
三
・

六
％
、
無
職
｝
二
・
一
％
と
な
り
、

会
社
・
役
所
な
ど
の
勤
労
者
は
五
％

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
長
寿
者
が
「
中
年
以
降
の

乎
r

生
活
の
中
で
心
掛
け
て
い
た
こ
と
」

は
、
①
物
事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
　
②
規
則
正
し
い
生
活

を
す
る
よ
う
努
め
た
　
③
睡
眠
・
休

養
を
と
る
よ
う
に
し
た
　
④
食
事
に

気
を
つ
け
て
い
た
ー
の
榎
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
④
の
食
事
に
つ
い
て
詳
し
く
み
る

と
、
気
を
つ
け
て
い
た
と
す
る
こ
と

は
次
の
よ
う
な
事
柄
で
す
。
多
い
順

に
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
が
偏
ら
な
い

●
三
回
の
食
事
を
規
則
正
し
く
と
る

●
暴
飲
暴
食
を
し
な
い

●
食
物
の
好
き
き
ら
い
を
し
な
い

●
塩
分
を
で
き
る
だ
け
と
ら
な
い

　
さ
ら
に
、
好
き
な
食
事
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
（
表
参
照
）
。

　
自
然
な
運
動
、
心
や
体
を
休
ま
せ

る
ゆ
と
り
、
野
莱
・
魚
・
肉
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が

　
　
　
　
　
け
つ

長
生
き
の
秘
訣
と
い
え
ま
す
。
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長寿者が好きな食べ物

（％）料理名順
位

野菜の煮物

刺　身

寿　　司

煮　魚

酢のもの

汁
　
ス
　
　
　
類
　
ら

で
噌
　
り
　
協
餅
　
　
　
　
ぷ

　
　
レ

味
　
力
　
　
　
臥
麺
　
天

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

夏数回答、11位以下略

長寿者保健栄養調査」

健康体力づくり事業財団

　
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
　
　
こ
う

聞
か
れ
た
と
き
、
た
め
ら
い
な
く
「
は

い
」
と
答
え
ら
れ
る
人
が
何
人
い
る

で
し
ょ
う
か
。
同
じ
質
問
を
全
国
の

二
十
歳
以
上
の
人
、
三
千
人
に
問
い

か
け
た
調
査
が
あ
り
ま
す
（
総
理
府

広
報
室
「
体
力
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

世
論
調
査
」
昭
和
五
十
七
年
十
月
V
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
自
分
は
健
康
で
あ

る
」
と
答
え
た
人
は
、
半
数
以
下
の

四
六
・
五
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
八
年
の
「
国
民

健
康
調
査
」
（
厚
生
省
V
に
よ
れ
ば
、

国
民
の
八
・
一
人
に
一
人
が
、
何
ら

か
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
健
康
」
と
は
、
い
っ

た
い
ど
ん
な
状
態
を
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
「
朝
の
目
覚
め
が
よ
い
」
「
食

欲
が
あ
る
」
「
通
じ
が
快
調
」
　
。

嵐し柔二』 、1，ヲ

、
、
、

㌃

　
　
　
、
三

人
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
い
ま
挙
げ
た
よ
う
な

健
康
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
、
あ
る

い
は
意
識
す
る
”
尺
度
”
が
あ
る
は

ず
で
す
。

　
　
　
　
　
鮎
　
　
　
　
一
“
　
－
・

　
あ
な
た
は
、
ど
う
い
う
状
態
な
ら

ば
健
康
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
、
と

「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
調
査
」

（
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業
財
団
）
で

は
、
健
康
の
状
態
を
次
の
五
つ
に
分

け
て
二
十
歳
以
上
の
人
約
五
千
人
に

問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　
①
病
気
を
し
な
い
こ
と

　
②
日
常
生
活
が
支
障
な
く
行
わ
れ

　
　
る
こ
と

　
③
健
康
診
断
で
異
常
を
認
め
ら
れ

　
　
な
い
こ
と

　
④
快
食
・
快
眠
・
快
便
の
状
態
に

　
　
あ
る
こ
と

　
⑤
気
分
そ
う
快
に
毎
日
の
生
活
が

　
　
で
き
る
こ
と

　
そ
の
結
果
を
見
る
と
、
二
十
代
、

三
十
代
で
は
、
⑤
の
「
気
分
そ
う
快

に
毎
日
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
」
を

挙
げ
た
人
が
約
三
割
と
一
番
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
年
代

が
上
が
る
ほ
ど
、
①
や
②
の
「
病
気

を
し
な
い
こ
と
」
「
日
常
生
活
が
支
障

な
く
行
わ
れ
る
こ
と
」
と
い
っ
た
、

健
康
に
対
し
て
消
極
的
な
答
え
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
－
禦
。
一

　
健
康
と
は
何
か
ー
「
西
暦
二
〇

〇
〇
年
ま
で
に
全
人
類
の
健
康
を
」

こ
れ
を
目
標
と
す
る
W
H
O
（
世
界

保
健
機
関
）
は
健
康
を
次
の
よ
う
に

定
義
し
て
い
ま
す
。

　
W
H
O
憲
章
の
前
文
に
よ
れ
ば
、

健
康
と
は
「
単
に
疾
病
又
は
病
弱
の

存
在
し
な
い
状
態
を
表
現
す
る
も
の

で
な
く
、
広
く
肉
体
的
精
神
的
及
び

社
会
的
に
完
全
に
良
好
な
状
態
」
で

す
。　

健
康
と
は
単
に
”
病
気
で
な
い
状

態
”
に
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
さ

ら
に
一
歩
進
め
て
、
　
「
体
を
常
に
ベ

ス
ト
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
保
つ
」

と
い
う
、
積
極
的
な
健
康
づ
く
り
に

努
め
た
い
も
の
で
す
。
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10月28日（日）は白石市長選挙の

　、投票日です。

ず

～

　
任
期
満
了
に
伴
う
自
石
市
長
選
挙

は
、
十
月
二
十
一
日
（
日
）
に
告
示

さ
れ
、
二
十
八
日
（
日
）
に
投
票
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
白
石
市
の
方
向
を
ゆ
だ
ね
る
最
も

大
事
な
選
挙
で
す
。
棄
権
す
る
こ
と

う行な
oいく

み
ん
な
で
き
れ
い
な
選
挙
を

大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ

　
次
の
要
件
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
の

登
録
を
行
な
い
ま
す
。

　
住
所
。
昭
和
五
十
九
年
七
月
十
九

日
以
前
に
転
入
届
出
（
住
民
票
作
成
）

を
し
た
方
。
ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
て
も
投
票
日
当
日
臼

石
市
に
住
所
が
な
い
と
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

　
年
齢
。
昭
和
三
十
九
年
十
月
二
十

九
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
当
市
に

三
ケ
月
以
上
住
所
を
有
す
る
方
）

　
な
お
、
十
月
一
日
以
降
に
転
居
さ

れ
た
方
（
市
内
の
住
所
異
動
者
）
は
、

従
来
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．

製
、
辞

　
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。

一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
二
名
連
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
切
り
離
し
て
お
持
ち

下
さ
い
。

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、

し
ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投

票
所
で
受
付
け
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

　
ユ
　
』

』
冒
π
謁
脚

　
十
月
二
十
八
日
は
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
が
、
次
の
投

票
区
は
時
間
を
繰
り
上
げ
ま
す
。

鞭
擁
楚
午
　

福
岡
第
八
投
票
区
　
ま
で

小
原
第
六
投
票
区

搬
響
五
時

L

、
，
臼
1

L

　
投
票
は
、
投
票
所
で
当
日
投
票
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
こ
の
例
外
と

し
て
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
由
と
し
て

　
口
D
　
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外

　
　
で
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
す

　
　
る
場
合

　
ω
　
止
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事

　
　
故
の
た
め
市
外
に
出
か
け
る
場

　
　
合

　
6
　
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ

　
　
り
、
選
挙
当
日
歩
行
が
著
し
く

　
　
困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
場

　
　
合

　
の
三
つ
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の

い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
次

の
期
間
内
に
入
場
券
と
印
鑑
を
も
っ

て
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
お

い
で
下
さ
い
。

　
期
間
　
十
月
二
十
一
日
～
十
月
二

　
　
　
　
十
七
日
。

時
間
　
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
～

　
　
　
　
午
後
五
時

右
　
　
齢
卿
　
　
噺

　
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
臼
石
市
民

体
育
館
で
即
日
開
票
を
行
い
ま
す
。

靹
r榊彰

票の行使に責任を

　　「わたしの事前審査きびしいわヨ

チ

1、戸

声
ノ

　
’

四
1
』

「
ゴ

　
白
石
第
二
投
票
所
は
、
従
来
の
自

石
市
図
書
館
か
ら
自
石
市
立
第
皿
小

学
校
体
育
館
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

几
．
　
塁
　

為
．
し
」
倶
μ

　
　
　
　
　
　
．
一
、
－
偏
㌧
　
こ
ヨ
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
琶
』

　
本
郷
第
二
行
政
区
の
投
票
所
は
、

従
来
白
石
第
二
投
票
区
（
白
石
市
図

書
館
）
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
度
の

市
長
選
挙
か
ら
、
自
石
第
五
投
票
区

（
白
石
市
中
央
公
民
館
）
に
変
更
い

た
し
ま
す
。

、
ー
イ

う

　
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者
説
明

会
は
、
十
月
九
日
（
火
）
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
市
役
所
第
四
会
議
室
で

行
い
ま
す
。

　　自
　電石
　話市
　　選
内五挙
線1管一二理
六一委
O一員～一会
一　事
六　務
一　局

4

明るい選挙で住みよい郷土

選
挙
運
動
に
つ

二し

F
ヲ

亙
孔

　
選
挙
運
動
期
間
は
選
挙
の
期
日
の

告
示
日
（
十
月
二
十
一
日
、
立
候
補

届
出
受
理
後
）
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
て
お
り
そ
れ

以
前
の
い
わ
ゆ
る
事
前
運
動
は
す
べ

て
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

止
　
郭一

々

q
　
選
挙
事
務
関
係
者
と
し
て

　
投
票
管
理
者
・
開
票
管
理
者
は
選

挙
運
動
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
⑫
　
特
定
公
務
員
と
し
て

　
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及
び
職

口
貝
、
　
警
察
｛
目
竺
寸
o

信
　
法
令
に
よ
り
制
限
き
れ
る
公
務

　
員
と
し
て

　
一
般
職
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方

公
務
員
、
地
方
教
育
公
務
員
。

匹
　
公
務
員
等
の
地
位
利
用
に
よ
る

　
選
挙
運
動

侮
　
教
育
者
の
地
位
利
用
に
よ
る
選

　
挙
運
動

俗
　
未
成
年
者
の
選
挙
運
動

娼

い
て

［
翁
眉

　
公
選
法
が
「
何
人
も
・
・
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
て
い
る
禁

止
事
項
の
う
ち
そ
の
主
な
る
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（6）（5）（4）（3）（2）（1）　
す
る
者

　
ま
す
）

　
た
り
要
求
す
る
こ
と

Gハ

　
選
挙
後
の
挨
拶
行
為

戸
別
訪
問

署
名
運
動

人
気
投
票
の
公
表

飲
食
物
の
提
供

気
勢
を
張
る
行
為

候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と

　
　
（
公
職
に
あ
る
者
も
含
み

　
　
に
対
し
て
寄
附
を
勧
誘
し

市長

は明るく

い選挙で

石
挙
し

白
選
正

睾
　
’

　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　G　　　　　　　　　し　　　　　　　　甦　　　　《　　愚姻

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
平
素

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
正
し
く
明
る

い
選
挙
の
推
進
運
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
臼
石
市
長
選
挙
を
前
に
し

て
、
あ
ら
た
め
て
有
権
者
の
皆
様
並

び
に
立
候
補
者
に
次
の
運
動
を
提
唱

い
た
し
ま
す
。

　
　
』
、
ム
♂
、
㍗
［
｝
融

　
一
盲
り
　
『

こ
の
三
つ
で
す
。
み
ん
な
が
「
三
な

い
運
動
」
を
実
践
す
れ
ば
お
の
ず
と

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
が
達
成
さ
れ

ま
す
。

“
三
な
い
運
動
”
で
新
ら
し
い
市
長

を
里
え
ま
し
ょ
う
。

　
白
石
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

5



所得税の

記帳・記録保禧制度の
　　　　　あらまし

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
所
得

税
法
の
改
正
に
よ
り
、
事
業

所
得
等
（
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を

い
い
ま
す
）
の
あ
る
人
に
対

し
て
、
記
帳
制
度
や
記
録
保

存
制
度
な
ど
新
し
い
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
制
度
の
あ

ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

7
記
帳
制
度

　
　
事
業
所
得
等
の
あ
る
人
（
青
色
申
告
者
を
除
き
ま
す
）
で
、
次
の

　
　
①
ま
た
は
⑭
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
帳
簿
を
備
え
付
け
、

　
　
そ
の
年
の
取
引
の
う
ち
、
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
つ
い
て
簡
易

　
　
な
方
法
に
よ
り
記
帳
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
帳
簿
を
七
年
間
（
書

　
　
類
は
五
年
間
）
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
ω
そ
の
年
の
前
年
十
二
月
三
十
　
…
図
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
に

　
　
　
一
日
に
お
い
て
、
前
々
年
分
　
…
　
お
い
て
、
前
年
分
の
事
業
所

　
　
の
事
業
所
得
等
の
金
額
が
三
　
…
　
得
等
の
金
額
が
三
百
万
円
を

　
　
百
万
円
を
超
え
る
人
　
　
　
　
…
　
超
え
る
人

　
　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
分
の
事
業
所
得
等
が
三
百
万
円
を

　
超
え
て
い
る
人
は
、
昭
和
六
十
年
｝
月
】
日
の
取
引
か
ら
記
帳
す
る

　
　
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
記
録
保
存
制
度

　
　
－
の
記
帳
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
で
も
、
次
の
ω
ま
た
は
働
の
い

　
　
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
て
作
成
し
、
ま
た

　
　
は
受
領
し
た
帳
簿
や
書
類
（
決
算
関
係
書
類
、
請
求
書
、
納
品
書
、

　
　
領
収
書
な
ど
）
を
整
理
し
て
五
年
間
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

①
そ
の
年
の
前
年
十
二
月
三
十
　
皿
図
そ
の
年
の
三
月
三
十
｝
日
に

　
一
日
に
お
い
て
、
前
々
年
分
　
…
　
お
い
て
、
前
年
分
の
確
定
申

　
の
確
定
申
告
書
な
ど
を
提
出
　
…
　
告
書
な
ど
を
提
出
し
て
い
る

　
し
て
い
る
人
や
前
々
年
分
に
　
一
　
人
や
前
年
分
に
つ
い
て
決
定

　
つ
い
て
決
定
を
受
け
て
い
る
人
　
…
　
を
受
け
て
い
る
人

　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
八
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い

る
人
な
ど
は
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
の
取
引
に
関
す
る
も
の
か
ら

保
存
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
魁

垂
軍

　
　
；
繊
》
』

　
ぞ
嫡
デ
圭
三

、
ボ
　
　
　
重
八
、
謹

　威夏

　
　
　
，
、
ノ
喜

　
　
　
　
　
ヤ
ヨ

ム覇ボ　
　
　
『
ず
引
－
　
調

3
総
収
入
盒
額
報
告
制
度

　
　
そ
の
年
の
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
人
。

　
　
（
そ
の
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
V
は
、

　
そ
の
収
入
金
額
の
合
計
額
な
ど
を
記
載
し
た
総
収
入
金
額
報
告
書
を

　
翌
年
三
月
十
五
日
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

　
ま
し
た
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

　
要
が
な
い
人
で
も
、
五
十
九
年
中
の
事
業
所
得
等
の
総
収
入
金
額
の

　
合
計
額
が
五
千
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
十
五
日

　
ま
で
に
、
総
収
入
金
額
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

4
収
支
内
訳
書
添
付
制
度

　
　
事
業
所
得
等
が
あ
る
人
（
青
色
申
告
者
を
除
き
ま
す
）
が
確
定
申

　
　
告
書
を
提
出
す
る
と
き
は
、
そ
の
年
の
総
収
入
金
額
や
必
要
経
費
の

　
　
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
を
確
定
申
告
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
し
た
が
づ
て
、
来
年
、
昭
和
五
十
九
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出

　
　
す
る
と
き
は
、
収
支
内
訳
書
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
最
寄
り
の
税
務
署
（
所
得
税
担
当
）
に
お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

6

し
『日スタ

高額療養費の支給

　制度が変ります

①被保険

者
本
人
と
家
族
が
医
療
機

関
な
ど
に
か
か
り
、
一
部
負
担
金
（
三

割
分
）
の
額
が
一
人
、
一
ヶ
月
五
万

一
千
円
（
低
所
得
者
の
場
合
は
一
ゴ
万

円
）
を
超
え
る
と
き
に
は
、
そ
の
超

え
た
額
に
つ
い
て
国
保
の
窓
口
に
請

求
す
れ
ば
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

一
』

‘

②
同
一
世
帯
の
人
が
、
同
一
月
内
に

医
療
機
関
に
か
か
り
、
自
己
負
担
額

が
一
人
、
三
万
円
（
低
所
得
者
二
万

一
千
円
）
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
額

の
合
算
が
五
万
一
千
円
を
超
え
て
い

れ
ば
、
そ
の
超
え
た
分
に
つ
い
て
払

い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
度

　
　
制

者
療

職
医

退

③
一
年
以
内
に
四
回
以
上
の
高
額
療

養
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
、
四
回

以
降
か
ら
の
自
己
負
担
額
が
三
万
円

（
低
所
得
者
二
万
一
千
円
）
を
超
え

た
分
に
つ
い
て
払
い
戻
し
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

◇

④
特
定
の
病
気
で
、
高
度
な
治
療
を

長
期
間
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
、
厚
生
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
一
ヶ
月
一
万
円
を
超
え

た
医
療
費
は
、
あ
と
か
ら
払
い
戻
し

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇

I／

◇

　現在、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
お
り
、
長
年
会
社
や
役
所
等
に
勤

め
て
い
て
年
金
を
受
け
て
い
る
七
〇

歳
未
満
の
人
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、

五
十
九
年
十
月
一
日
よ
り
、
　
「
退
職

者
医
療
制
度
」
と
い
う
新
し
い
制
度

に
移
行
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

①
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
あ
る
い
は

各
種
共
済
組
合
か
ら
老
齢
（
退
職
）

年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
（
被

保
険
者
の
期
間
が
二
〇
年
以
上
）
。

②
被
用
者
年
金
制
度
に
四
〇
歳
以
後

に
一
〇
年
以
上
加
入
し
、
通
算
老
齢

年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
。

圭
■

u

③被

保
険
者
本
人
の
配
偶
者
（
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

人
も
含
む
）
。
三
親
等
内
の
親
族
で
、

被
用
者
保
険
本
人
と
同
世
帯
で
、
主

と
し
て
被
保
険
者
本
人
に
よ
り
生
計

を
維
持
し
て
い
る
人
。
　
（
た
だ
し
、

年
間
収
入
が
九
〇
万
円
以
上
あ
る
人

は
被
扶
養
者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
）

　
退
職
医
療
制
度
で
治
療
を
受
け
る

場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

①
退
職
者
本
人
ー
か
か
っ
た
医
療
費

の
八
割
（
自
己
負
担
二
割
）

、
下
τ

　診

療
を
受
け
る
と
き
に
は
、
退
職

者
医
療
制
度
被
保
険
者
証
を
窓
ロ
ヘ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
本

市
の
場
合
、
新
し
い
保
険
証
が
問
に

合
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す

る
方
に
は
「
退
職
被
保
険
者
等
証
明

書
」
を
市
役
所
保
険
課
で
交
付
い
た

し
ま
す
の
で
、
現
在
使
用
の
保
険
証

と
こ
の
「
証
明
書
」
を
医
療
機
関
窓

ロ
ヘ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　詳しく

は
、
市
保
険
課
奮
五
－
二

②
扶
養
家
族
ー
④
外
来
受
診
ー
七
割

　
　
　
　
　
（
自
己
負
担
三
割
）

　
　
　
　
（
⑭
入
　
　
院
－
八
割

　
　
　
　
　
（
自
己
負
担
二
割
）

一
一
｝
（
内
線
一
五
一
）

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

へ
お
問
い
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愚邑鷹㊥
　
都
市
に
お
け
る
緑
豊
か
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
都
市
公

園
な
ど
の
公
的
な
緑
地
の
整
備
を
積

極
的
に
す
す
め
、
地
域
住
民
の
方
々

や
関
係
諸
団
体
の
参
加
と
協
力
に
ょ

り
総
合
的
な
都
市
緑
化
の
推
進
が
必

要
で
す
。

　
そ
こ
で
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は

都
市
の
緑
化
、
都
市
公
園
、
街
路
樹

な
ど
の
整
備
保
全
を
促
進
す
る
と
と

も
に
住
民
参
加
に
よ
る
緑
豊
か
な
街

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
も

十
月
い
っ
ぱ
い
を
「
都
市
緑
化
月
間
」

と
定
め
、
全
国
的
に
緑
化
推
進
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
自
石
市
で
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

園
芸
業
、
植
木
業
の
方
々
の
協
力
に

よ
り
庭
木
や
鉢
物
を
格
安
に
て
販
売

し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
球
根
の
無
料

配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▽
日
時
　
十
月
二
十
六
日
（
金
）
～

　
　
　
　
十
月
二
十
八
日
（
日
）

▽
会
場
　
中
央
公
園
内

▽
催
し

　
ω
植
木
市
　
三
日
間

　
図
球
根
無
料
配
布
（
チ
ュ
ー
リ
ッ

　
　
プ
球
根
な
ど
）

　
　
配
布
個
数
五
百
個
（
先
着
順
に

　
　
よ
り
一
戸
二
個
の
み
）

　
　
十
月
二
十
六
日
（
金
）
午
後
十

　
　
二
時
三
十
分
～
一
時
三
十
分

間月化緑

10月11日～20日

市
動

者まO
運犯防

月
国

10

全

　
十
月
十
一
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま

で
の
十
日
間
、
「
全
国
防
犯
運
動
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
運
動
の
重
点
は
、
「
少

年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄
化
」

と
し
、
次
代
を
担
う
少
年
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
社
会
環
境
を
浄
化

し
、
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
は
か

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

正
し
い
計
量
・
豊
か
な
暮
ら
し

　
〈
計
量
器
定
期
検
査
V

　
年
に
一
度
の
計
量
器
定
期
検
査
が

十
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
検
査
を

受
け
な
い
と
、
今
後
計
量
器
の
使
用

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
間

中
に
必
ら
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
計
量
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
な

か
で
大
切
な
役
目
を
は
た
し
て
い
ま

す
。
正
確
な
計
量
器
を
正
し
く
使
っ

て
正
し
く
計
り
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
智
五
－

二
一
一
一
（
内
線
二
〇
一
）
ま
で
ど

う
ぞ
。

　
※
運
搬
に
は
十
分
注
意
を

8

　
最
近
の
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環

境
は
、

○
ア
ダ
ル
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
の
急
増

○
少
年
の
た
ま
り
場
と
な
る
ゲ
ー

　
ム
コ
ー
ナ
ー
、
深
夜
飲
食
店
等

　
の
増
加

○
有
害
図
書
類
の
氾
濫

　
等
に
よ
り
著
し
く
悪
化
し
て
お
り

ま
す
。

　
少
年
は
、
心
身
と
も
に
未
成
熟
で

あ
り
、
様
々
な
社
会
環
境
に
支
配
さ

れ
や
す
い
も
の
で
す
。
地
域
ぐ
る
み

で
次
の
こ
と
を
実
践
し
、
少
年
に
有

害
な
環
境
を
浄
化
し
ま
し
ょ
う
。

◇
有
害
図
書
の
3
な
い
運
動
〔
売
ら

　
な
い
、
買
わ
な
い
、
見
さ
せ
な
い
）

程日査検

検査場所

越河公民館

斎川公民館

区地象対間時臼月

河越1）000～121110月15日卿

111斎3030～1413ク

小原公民館原ノJ・0000～121110月16日〔州

下戸沢公会堂

大平公民館

大鷹沢公民館

原

平

／1・3030～1413

沢鷹

大

大

〔）000～1211ll）月17日（水1

3030～1413〃

白川公民館
llI白（）030～121010月18日巾

福岡公民館

所役市

ク

ウ

　福　　　　　　　　　岡

白石（南町、田町、本町、中町、

　　　　長町、亘里町、短ヶ町）

白石（新町、西益岡、中益岡、東

　　　益岡、清水小路、寿町｛柳町／

臼石（本郷1、2、3、4、鷹巣、

　　　　上郡山、郡山、小下倉）

〔〕030～151010月19日（翁

3030～141010月22日（月〕

3030～14101（1月23日（火1

3030～141010月24日1水1

’

五
十
九
年
度
第
二
回
（
秋
）

予

応謳

　
犬
を
飼
う
こ
と
に
な
る
と
、
狂
犬

病
予
防
法
と
い
う
法
律
に
も
と
づ
い

て
「
犬
鑑
札
」
と
「
注
射
済
」
の
二

つ
の
鑑
札
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
は
、
飼
い
主
の
社
会
に
対
す

る
大
き
な
義
務
で
、
絶
対
に
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
市
役
所
へ
飼

い
犬
の
登
録
を
し
ま
す
。
血
統
書
な

ど
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
後
三

ヵ
月
以
上
の
す
べ
て
の
犬
で
す
。
手

続
き
が
済
む
と
、
鑑
札
（
登
録
票
）

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
首

輪
な
ど
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

畜
犬
登
録
を
し
た
犬
は
、
春
と
秋

の
二
回
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
予
防
接

種
を
受
け
る
と
保
健
所
か
ら
注
射
済

票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
鑑
札
も

登
録
票
と
い
っ
し
ょ
に
犬
に
つ
け
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
料
金
　
注
射
料
一
匹
に
つ
き
千
七

　
百
円
。
未
登
録
の
方
は
登
録
料
と

　
し
て
一
匹
一
一
千
百
円
加
算
さ
れ
ま

　
す
。

▼
期
間
中
に
注
射
を
受
け
る
こ
と
が

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
　
獣
医
師
が

　
戸
別
に
訪
問
し
て
注
射
す
る
こ
と

　
に
な
り
ま
す
の
で
料
金
の
外
に
二

　
千
五
百
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

　
飼
い
犬
に
必
要
な
鑑
札
を
つ
け
て

い
な
い
犬
は
、
全
部
無
条
件
で
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
取

り
締
ら
れ
る
側
か
ら
考
え
る
と
、
非

常
に
き
つ
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、
万

一
の
こ
と
を
思
う
と
、
ぜ
ひ
二
つ
の

鑑
札
だ
け
は
受
け
て
責
任
を
果
し
ま

し
よ
γ
つ
o

　
な
お
、
犬
の
死
亡
お
よ
び
所
有
権

を
放
棄
す
る
場
合
は
必
ず
市
衛
生
課

ま
た
は
各
出
張
所
、
分
室
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

最
近
咬
傷
事
件
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

昭和59年度犬の登録（追加分）
第2回狂犬病予防注射実施日程表

実施時閤
　9：00～9：50

10：10～10：50

11：10～11：30

13：10～14：00

14：20～14：50

　9：10～　9；30

　9：50～10：20

10：40～10：50

11：10～11：30

13：10～13：20

13：40～14：00

14：10～14：20

　9：30～10：00

10：20～10：40

11：00～11：10

11：30～12＝00

13：30～13：40

14：00～！4：10

14：20～14：30

14：40～15：00

　9：10～　9：40

10：00～10：20

10：30～10：35

10：45～10＝55

11＝15～11＝30

11：40～11：45

13：10～13：30

13：50～14：00

14＝20～14：30

　9：30～　9：40

10：00～10：30

　9：10～　9：20

　9：35～　9：40

10：05～10：15

10：35～10：40

10＝45～10：50

11：10～11＝30

13＝40～14：20

14：40～14：50

15：00～15：10

　9：30～10：10

10：30～10：40

11：00～11：20

13：30～13：40

14：00～14：10

14：30～14：40

15：00～15：10

　9：25～　9：30

　9：40～　9：50

10：00～10＝10

10：20～10：30

10＝40～10：50

11：10～11：20

11＝30～11：40

13：20～13：30

13：40～！3：50

14：00～14：10

14：20～14：30

14：40～14：50

　寅　施　場　所
健康センター

図書館

八幡神社前

田町会館前

中央公園

中央公民館

観音崎公園前

郡山集会所

寿山児童公園脇

上郡山集会所
緑が丘コミニティセンター

我妻商店脇（高架橋下）

大平公民館

大平5区集会所
城南ヤギサワ商会

滝下会館

越河公民館

越河部落集会所

越河9区集会所
越河駅前ポンプ置場

大鷹沢公民館

大鷹沢4区公民館

大鷹沢6区集会所

耳取停留所

犬卒都婆公会堂

津田小野商店前
白川公民館

内親生活センター

小下倉集会所

中斎川集会所

斎川公民館

上原集会所

川原子停留所

不忘研修センター

蔵王岡部捨雄様宅前
〃　下ノ集乳所前

三住元開拓農協

深谷公民館

北区木須商店向
東区平林商店脇
福岡公民館

西区上集会所
八宮生才舌センター

大網担手センター

弥治郎集会所

鎌先消防詰所

滝上古山峯治様宅前
上戸沢集会所

下戸沢公会堂

冷清水集会所

木村商店スタンド前

大熊集会所

小原保育園駐車場

小原公氏館

古山春一様宅脇中田入口

赤坂集会所
大浦けさよ様宅脇小日向入口

明戸集会所

かつらや駐車場

曜月日地饗

月月
日0
8

火9日

石白

木11日

大平

福岡

越魅河

金12日

大鷹沢

月1自

小下倉

土13日月1斎

月15日

火16日

岡福

水17日原ノ」・
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【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

木
綿
豆
腐
二
丁
、
卵
黄
一
個
分
、
の

り
二
枚
半
、
カ
レ
ー
粉
小
さ
じ
二
杯
、

小
麦
粉
少
量
、
塩
少
々
、
パ
ン
粉
適

量
、
青
じ
そ
の
葉
八
枚
（
ま
た
は
し

し
と
う
）
、
揚
げ
油
適
量
。

【
作
り
方
】

①
豆
腐
は
ふ
き
ん
に
包
ん
で
軽
い
押

　
し
を
し
て
し
ば
ら
く
お
き
、
く
ず

　
れ
な
い
程
度
に
水
気
を
切
る
。

②
①
を
マ
ッ
チ
箱
大
（
八
等
分
）
に

　
　
　
　
　
　
〆
㊨

　
切
り
、
指
先
で
塩
を
な
す
り
つ
け
、

　
下
味
を
つ
け
る
と
と
も
に
豆
腐
の

　
表
面
を
固
め
る
。

③
カ
レ
ー
粉
と
小
麦
粉
を
半
々
に
合

旧

夢星11／

Y
阿部八千代さん（小原）

秋の食生活……お腹いっぱい食べて
甕騨譜辱製譲饗しまし、ます．太らない食事

禽
ぺ
て
ほ
し
い
弓
の

⑳
ゆ
身

身
σ
タ
飼

台㊧’

ノ

　
わ
せ
て
豆
腐
に
ま
ぶ
し
、
の
り
（
横

　
六
等
分
、
帯
状
に
切
る
。
約
5
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
巾
）
で
巻
く
。

（
吻
卵
黄
を
同
量
の
水
で
と
い
た
と
こ

　
ろ
に
③
を
く
ぐ
ら
せ
、
パ
ン
粉
を

　
ま
ぶ
し
、
中
温
よ
り
や
や
高
め
の

　
揚
げ
油
で
さ
っ
と
揚
げ
る
。

⑳

が

翻

ふ
と
う
な
い
食
畜
串

考
〃

Z瀞o
慰
ら
言
も
の

消費生活モニター調査結果

⑤
残
り
の
卵
黄
の
と
き
水
に
小
麦
粉

　
少
量
を
加
え
て
衣
を
作
り
、
青
じ

　
そ
の
裏
に
だ
け
衣
を
つ
け
て
、
さ

　
っ
と
揚
げ
て
添
え
る
。
　
（
し
し
と

　
う
の
場
合
、
か
ら
揚
げ
に
す
る
）
。

※
衣
を
つ
け
た
ら
す
ぐ
揚
げ
る
こ
と

と
揚
げ
た
て
を
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
、

し
ょ
う
が
じ
ょ
う
ゆ
、
か
ら
し
じ
ょ

う
ゆ
な
ど
好
み
で
い
た
だ
く
こ
と
が

お
い
し
く
食
べ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

②

鴎

調査日1昭和59年9月1日　自石市
晶　　名

1．砂 糖

2．しょう油
3．サラダ油

4．小麦粉
5．食 ノξ　　ン

6．マーガリン

7．牛 L彰丁
夕8

9．テfソシュペーバー

一
フ01 ブ

11。プロパンガス

12．カレーライス

13．理　髪　料
14．パーマネント料

15．灯 油

16．　レギュラーガソリン

軽71 油

18．A　重　油

銘柄　規格

上臼糖　　1kg
本醸造h級濃口　　1．8召
　　　1ぴん代込み）
ポリ容器入り　　lkg

薄力粉　　1kg
並　　食　　1斤
ソフトカルトン入り225g

紙容器入り　1，000αc

カルトン入り　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm長さ20m（一巻）

10nf

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コー7レトショートカノ
ト及びセ・．・ト含む1

（店頭価各　　　182
（酉己」　　　込み　　　　18召

1　2　現　金
1　召　現　金
1　召　現　金

最高値
288円
550

590

240

170

258

280

480

158

238

5，150

450

1，600

6，000

1，550
1，600

155

1！5

90

最低値
268円
418

445

205

140

163

198

377

118

118

4，800

370

1，300

4，500

1，390
1，430

142

100

75

平均薩
271円
456

502

220

151

203

237

399

145

192

5，038

424

1，483

5，212

1，429
1，465

148

103

81

前月平均f面絡

272円
455

527

220

153

200

236

398

149

185

4，994

426

1，485

5，212

1，431
1．460

144

102

79

対前服格比

△0．4％

0．2

△4．7

△1，3

1，5

0．4

0．3

△2．7

3．8

0．9

△0，5

△0，1

ム0．1
　0．3

2．S

1．0

2，5

講 考

上昇品目：しょう油、

マーガリン「、牛乳、バ

ター、　ラップ、プロパ

ンガス、灯油、レギュ

フーガソリン、軽1由、

重油

下降品目：砂糖、サラ

ダ油、食パン、ティッ

シュペーパー、カレー

ライス、理髪料、灯油、

横ば隻、、品目1小麦粉、

・ぺ一マネント料

ノ1

　　　　水上こどもまつり

　　　　　　　　　　　　O一白川小学校

　9月12日、自川小学校（安藤正一校長、児童数189
人）で7回目の水上こどもまつりが開かれ、学校前の
高田川を会場に勇壮な川下り競争力繰り広げられました。

　最初は段ボールや発泡スチロールなどを素材に自作

した船による渡河競争。児童たちの苦心の作も途中で

沈没したり、バラバラになったりの一幕もあり、土手

で声援を送るお母さんたちもハラハラ顔。続いて竹に

タイヤチューブを取り付けた大型いかだに上級生が乗

り、川下りのスピードを競い合い、両岸の下級生や父

兄たちの大声援がさわやかな秋空にこだましました。

蒔

織1…警都lf
ら∫

【

　　　　ゲートボール大会

　　　　　　　　　　　　　（⊃一市営球場

　去る8月28日、臼石市老人クラブ連合会主催のゲー

トボール大会が市営球場で繰り広げられました。

　大会では、市内34チーム（1チーム8人）300人が出

場、5コートに分かれ老人パワーが爆発、熱戦を展開

していました。また審判には、「やまぶき会」のボラン

ティア6名が審判に協力していました。

　大会成績は、優勝田町相生会、準優勝内親米寿会、

三位柳町東長寿会、四位大鷹沢第三長寿会。

わだい

諒糞

モ

i　
　
　

　
　
ロ

弊嘗　
　
　
　
セ

ぽ

鑑 肱』～緊餐

　　　　　チビッ子の大会

　　　　　　　　　　O一白石第二小学校

　去る8月26日臼石市子ども会育成会連合会主催の
第8回子ども会ソフトボール大会が行われ、熱戦の好

ゲームを展開していました。　　　O優勝白川小学校区
　　　　　　　　　　　　　0準優勝　小原　　　　。　臼川小　○鳶3位囎
　　2　　　　　　　5　　　2　　　　　　　8

7
1

1へ麺27641騨136
　　　　　　抽　1　2　3　4せ5　6　7　8　9　10　11　12
　越自大白乙福小深白自大白斎
　　不　小　　　小不鷹
　河B平A岡原谷BA沢川川

　　今年も孫の手をプレゼント

　　　　　　　　　　　　（∂一白川中学校

　9月14日、白川中学校（室橋終治校長、生徒数75名）

の代表同中生徒会長小野雅行君と副会長内海淳さんが

市役所を訪れ、白川地区のお年寄り130人に今年も手づ

くりの「孫の手」をプレゼントすることになり、報告

をかねて関谷市長に表敬訪問、同プレゼントを贈りま

した。生徒代表は、「この行事も今年で5年目を迎えま

す」関谷市長から「お年寄りたちが長生きできるよう

励ましてください」とねぎらいの言葉に、にっこりし

ていました。

ブ0



面

日

臼

賜

わ
が
家
の
健
康
づ
く
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ニ
ス
で

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
清
明
さ
ん
ご
一
家

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
さ
わ
や
か
な
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

早
起
き
テ
ニ
ス
を
や
り
は
じ
め
約
九
年
と
い
う
廣
瀬
清
明
さ
ん
（
五

十
三
歳
）
ご
一
家
は
、
テ
ニ
ス
を
通
じ
健
康
づ
く
り
を
努
め
て
い
る

ご
一
家
で
す
。

噸
翻
隅
」
嬉
輔
　
　
　
▽
鎌
醜
榊

ム
閥
騨

◎
・

＼

齢
卿

岬

謡
耀

　
廣
瀬
さ
ん
の
家

族
は
、
奥
さ
ん
の

ざ
だ必

子
さ
ん
、
長
女

の
康
子
さ
ん
、
長

男
の
清
文
さ
ん
（
学

生
1
1
県
外
在
住
）

の
四
人
家
族
で
す
。

ご
主
人
の
清
明
さ

ん
は
、
白
石
市
庭

球
協
会
の
副
会
長

と
し
て
テ
ニ
ス
の

発
展
向
上
に
幅
広

い
活
躍
を
し
て
い

ま
す
。
か
つ
て
は
、

国
体
に
お
け
る
教

員
の
部
団
体
戦
で

優
勝
を
経
験
し
、

夫
人
の
必
子
さ
ん

も
、
同
じ
く
団
体
優
勝
の
経
験
を
持

ち
、
再
び
は
じ
め
た
早
起
き
テ
ニ
ス

を
き
っ
か
け
に
、
朝
日
新
聞
主
催
の

レ
デ
ィ
ス
・
テ
ニ
ス
宮
城
県
大
会
ゆ

り
組
で
二
回
第
｝
位
を
得
て
い
ま
す
。

娘
の
康
子
さ
ん
は
、
学
生
時
代
の
軟

式
テ
ニ
ス
か
ら
職
場
に
勤
め
硬
式
テ

ニ
ス
に
変
更
、
最
近
ペ
ア
ー
を
組
ん

で
好
成
績
を
記
録
し
ま
し
た
。
数
日

前
に
帰
省
し
た
学
生
の
清
文
さ
ん
は
、

県
レ
ベ
ル
で
戦
う
第
二
十
五
回
秦
野

杯
記
念
選
手
権
大
会
で
個
人
選
ダ
ブ

ル
で
第
三
位
の
入
賞
に
喜
ん
で
い
た

そ
う
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
腕
も
ご
一
家

の
自
慢
の
数
々
と
言
え
そ
う
で
す
。

清
文
さ
ん
は
、
「
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
家
族
で
話
題
が
は
ず
み
、
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
で
や
っ
て
い
ま
す
と
語

り
、
早
起
き
テ
ニ
ス
を
行
い
大
病
も

し
ま
せ
ん
」
と
に
っ
こ
り
、
「
早
寝
早

起
き
も
健
康
づ
く
り
に
大
い
に
役
立

っ
て
い
ま
す
」
、
「
実
行
し
て
み
て
の

壮
快
さ
と
気
分
の
さ
わ
や
か
さ
は
、

毎
朝
の
リ
ズ
ム
、
体
調
が
良
い
、
朝

め
し
の
う
ま
さ
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
」

と
話
し
、
一
家
の
ご
満
悦
の
表
情
に

拍
手
し
た
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
早
起
き
テ
ニ
ス
を
や
り
は

じ
め
、
よ
か
っ
た
質
問
で
は
、
「
い
ろ
ん

な
人
と
出
会
い
、
新
し
い
親
睦
の
輪

も
で
き
ま
し
た
。
だ
れ
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
気
軽
に
ど
う
ぞ
」
と
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
水
田
地
帯
な
ど
の
地
名
に
は
面

積
で
名
付
け
ら
れ
る
も
の
が
よ
く

あ
る
。
山
野
や
複
雑
な
場
所
と
違

っ
て
、
と
く
に
目
じ
る
し
も
な
い

平
坦
地
で
は
地
名
を
つ
け
る
の
に

苦
労
す
る
。
そ
こ
で
開
田
し
た
と

き
の
面
積
で
名
が
つ
け
ら
れ
る
。

二
反
田
（
蔵
本
）
、
三
反
田
（
中
目
）
、

下
四
反
田
へ
斎
川
）
、
五
反
田
（
上

斎
川
・
森
合
・
郡
山
）
、
八
反
田
（
小

下
倉
・
五
賀
・
坂

谷
）
、
［
丁
田
へ
中

目
）
な
ど
水
田
地

帯
に
は
珍
ら
し
く

な
い
。
田
を
町
に

お
き
か
え
た
六
反

町
（
白
石
沖
・
鷹

巣
）
、
北
六
反
町
（
中

目
）
な
ど
も
同
じ

意
味
で
あ
る
。
だ

が
一
反
田
は
な
い

し
、
一
丁
田
以
上

の
地
名
も
ほ
と
ん

ど
な
い
。
一
反
で
は
一

地
な
の
で
そ
う
い
う
名
が
つ
い
た

ら
し
い
。
こ
の
面
積
単
位
は
町
反

以
前
の
も
の
で
、
一
反
当
た
り
の

八
斗
蒔
は
一
町
五
反
ぐ
ら
い
の
広

さ
の
土
地
に
な
る
。
ま
た
蔵
本
に

三
合
田
と
い
う
地
名
が
あ
る
，
こ

れ
は
濡
り
で
玄
米
三
合
の
収
穫

だ
か
ら
、
反
当
た
り
九
斗
、
つ
ま

り
二
俵
余
で
あ
ま
り
い
い
土
地
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん

　
　
　
　
　
　
は
な
い
。
ま
た
干

種
籾
は
五
～
六
升
だ
と
い
う
か
ら
、

地名アレコレ

　　⑫

つ
の
小
字

地
域
と
し
て
は
あ
ま
り
小
さ
く
、

ま
た
一
町
歩
以
上
は
目
測
も
き
か

な
く
な
る
か
ら
別
な
地
名
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
別
に
収

　
　
　
は
し
ゆ

穫
量
や
播
種
の
量
で
地
名
を
つ
け

る
場
合
も
あ
る
。
八
斗
蒔
（
長
袋
）
、

四
斗
蒔
（
平
）
と
い
う
の
が
そ
れ

で
あ
る
。
一
区
域
の
田
に
対
し
鶴

を
八
斗
へ
四
斗
）
播
く
広
さ
の
土

水田の広さや収量と地名

刈
田
（
五
賀
）
、
南

千
刈
田
（
森
合
）

と
い
う
の
も
あ
る
。

刈
は
水
稲
の
収
量

を
計
算
す
る
単
位

で
、
刈
り
あ
げ
た

い
ね
た
ば

稲
束
一
握
り
分
を

一
刈
と
い
っ
た
。

三
刈
を
一
把
、
百

　
き
よ
ロ
り
ま
す

刈
は
京
枡
で
八
斗

四
升
、
干
刈
一
町

と
俗
に
計
算
し
て

い
る
。
だ
か
ら
千
刈
田
は
一
町
歩

ぐ
ら
い
の
広
さ
の
土
地
を
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
外
に
二
百
田
（
三

沢
）
、
五
百
田
（
八
宮
）
と
い
う
の

が
あ
る
。
お
そ
ら
く
藩
政
期
の
二

百
文
（
五
百
文
）
の
田
の
こ
と
で
、

収
量
二
石
（
五
石
）
の
土
地
と
い

う
こ
と
で
つ
い
た
名
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

ノ2

イ
ド
ル

わが家のア
興
鞍毫「

　　　勢、

一欄薄野

小室友秋ちゃん

俊一さん、元子さんの長男

ママからひとこと

ミ賢こくてたくましい思いや

　のある子に育ってほしい．

蟹灘：
「
樹
」

　
黒
田
千
絵
子

（
白
川
小
5
年
）

ノ1

贋概．夕，ノ1，

駈一　　　　　」

、ン〆　 、ぢノy　尋

メ些、

｛

老
．
蟹

「
ひ
ま
わ
り
」

　
　
平
間
涼
子
（
白
一
一
小
2
年
）

軸
髭
　
獲
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・

，

¢
一

　　　市

歌

曽民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
が
芋
の
薄
紫
の
花
を
め
ぐ
り
白
き
蝶
舞
ふ
梅
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
晴
れ
間
を
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
に
生
き
る
喜
び
か
み
し
む
刺
の
あ
る
今
も
ぎ
た
て

川
股
兵
三
選

梅
雨
暗
れ
を
そ
よ
吹
く
風
に
さ
ゆ
ら
ぎ
て
釣
鐘
草
の

花
は
咲
き
つ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
久
子

背
戸
に
咲
く
山
百
合
見
よ
と
病
む
わ
れ
に
写
真
添
え

た
る
友
の
文
読
む
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

ほ
の
淡
き
合
歓
の
花
咲
く
山
あ
い
に
ひ
ぐ
ら
し
鳴
き

て
夕
べ
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

今
は
亡
き
姑
が
愛
で
た
る
白
桔
梗
真
盛
り
と
な
り
て

盆
近
づ
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

山
脈
は
静
か
に
暮
れ
て
風
も
凪
ぎ
白
石
川
に
夕
霧
な

び
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
邦
男

子
等
達
の
皆
集
い
来
て
盆
迎
ふ
二
人
暮
ら
し
の
茶
の

問
は
せ
ま
し
　
　

高
子
橘

の
き
う
り
食
み
つ
つ
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

月
影
の
さ
や
け
く
照
り
て
前
畑
の
唐
黍
渡
る
風
早
や

立
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
静
恵

み
た
さ
れ
し
コ
ッ
プ
の
水
に
キ
シ
キ
シ
と
氷
と
け
ゆ

く
音
の
か
そ
け
き
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

我
が
愛
で
し
花
と
り
ど
り
に
競
い
咲
き
み
霊
迎
え
る

盆
を
待
ち
を
り
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

新
ら
し
き
生
命
は
日
々
に
手
に
重
く
孫
の
湯
浴
の
湯

か
げ
ん
を
み
る
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

畳
が
え
し
た
る
明
る
き
部
屋
隅
に
孫
が
忘
れ
し
赤
き

車
あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
と
し

ア
パ
ー
ト
の
窓
の
ガ
ラ
ス
を
赤
々
と
染
め
て
没
り
ゆ

く
日
に
向
い
を
り
　
　
　
　
　
　
　
太
田
み
つ
よ

合
歓
の
花
に
そ
よ
風
吹
き
て
川
面
に
ゆ
ら
げ
る
影
を

う
つ
す
閑
け
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

ド但

壇

鈴
木
貞
二
選

わ
れ
澄
め
ば
銀
河
も
澄
み
て
流
れ
け
り
　
佐
藤
周
子

休
日
や
焦
げ
つ
く
庭
に
油
照
　
　
　
　
大
庭
良
子

通
院
の
度
青
さ
増
す
青
田
か
な
　
　
　
　
岡
崎
澄
子

汗
拭
い
て
見
上
げ
る
花
や
凌
宵
花
　
　
阿
部
み
さ
子

亡
き
夫
に
感
謝
し
を
り
ぬ
月
見
草
　
　
高
橋
和
歌
子

戸
を
開
け
て
涼
風
ぬ
け
る
藁
家
か
な
　
勅
使
瓦
令
造

見
事
な
る
岩
魚
を
提
げ
て
友
来
る
　
　
　
佐
藤
善
夫

早
朝
に
小
鳥
鳴
き
ゐ
て
暑
く
な
る
　
　
　
近
内
キ
ヨ

し
お
れ
ゐ
て
摘
め
る
に
惜
し
き
ク
レ
マ
チ
ス
　
太
田
敏
子

子
ら
帰
り
も
と
の
暮
し
や
油
蝉
　
　
　
　
川
村
静
恵

孫
つ
れ
て
蛍
追
い
つ
つ
畦
道
に
　
　
　
　
遠
藤
省
三

ひ
ま
わ
り
や
一
雨
ほ
し
き
午
後
一
時
　
　
鈴
木
い
く

梅
漬
け
の
香
の
一
ぱ
い
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官公庁だより
　　　　　　ll　．　I　 l　l　～ 　 l　b

し』　　　　　　　　　　1』　　　　　　　　■　　　　　　　1’
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　　　　　　　　大河原税務署

　サラリーマンの給料などに対す

る所得税は、その年中の給与収入

から「給与所得控除」を差し引い

た残りの金額に対し課税されます・

　この給与所得控除は、サラリー

マンの勤務に伴う必要経費などの

概算控除として、給与所得の計算

上認められているもので、事業所

得の必要経費に相当するもので丸

　詳しくは、最寄りの税務署や税

務相談室へどうぞ〃

　協力隊はアジア・アフリカ・中

近東など南太平洋の開発途上にあ

る国々に対して、経済・社会発展

のために技術・技能を身につけた、

必身ともに健全な日本の青年を派

遣して、各国の国づくりに協力し

ています。

　59年度秋募集については、次に

より説明会を開催いたします。

レ日時　昭和59年11月1H〔木）午後

　6時～8時
レ会場　自石市民会館

　詳しくは、国際協力事業団東北

支部曾0222－23－5151まで。

　県では、屋外広告物等の表示及

び設置に関する必要な知識の習得

を目的として、屋外広告場講習会

を次により開催いたします。

〉開催期間　昭和59年11月8日～

　10日（3日間）

》開催場所　仙台市上杉一丁目4

　番20号　建設会館中会議室（4階）

〉申し込み期問　昭和59年10月11

　日～31日　（郵送の場合は！0月31

15

1　～1　ご聖』’一一

　NHKでは、来たる10月18日（木）

午後6時から白石市中央公民館に

おいて「FMリクエストアワー」

の公開録音を行います。

　ゲストには、ザ・グッバイ、原

真祐美、菊地桃子のヤングアイド

ルのみなさんを迎え、またレギュ

ラーの中條真一・及川徳子さんの

楽しいディスクジョッキーを交え

ての公開録音です。

7
　
塾

畳’

ザ・グツバイ

　日付け消印のものまで有効）

〉申し込み先　宮城県土木部都市

計画課

〉手数料　3，000円（宮城県収入証

　紙により納入する）

〉申し込み書配布場所　宮城県土

　木部都市計画課または各土木事

　務所行政課

〉間い合わせ先　宮城県土木部都

　市計画課費0222一（63）一4281～2

　または各土木事務所行政課まで。

　この公開録音に参加ご希望の方

は、往復はがきに住所、氏名、電

話番号を書いて10月8日（日）まで届

くようNHIくまでお申し込みくだ

さい。応募多数の場合は抽選のう

え、入場整理券をお送りいたしま

す。

〉応募先　〒980仙台市錦町1丁

　目！1の1　N　H　K仙台放送局

　「F　Mリクエストアワー公開係」

石4

原真祐美

　市教育委員会では、市民のみな

さまの文化財に対する認識の高揚

にともない、それに応えるため文

化財講演会を開催いたします。

〉日時　10月13日（土）午後1時30分

〉会場　自石中央公民館

レ講師　宮城県立白石女子高等学

　校　校長氏家和典氏

レ演題　　「仙台平野の古墳につい

　て」

　　　　・iに1、ン7燭，≒1を

　　　　、1　〔．Y：崔椿≧

　白石第二小学校創立30周年を記

念し、次により講演会を開催しま

すので、市民の皆さんお誘い合わ

せの上ご釆場ください。

〉目時　昭和59年11月1日（木）

　午後2時30分～3時30分

レ場所

〉講師

〉演題

白石第二小学校体育館

中新田町長

本間新太郎氏

「新しいふるさとづくり

と教育」

公民館だより

　　　』”↓ i『、 r許 を　’一　

〉期間　11月2日③～5日（月）

〉展示の部　11月2日午前9時～

　5日午後3時
〉芸能の部　11月4日（日）〔昼の部〕

　午後1時～4時〔夜の部〕午後

　6時～9時

〉会場　臼石市中央公民館

レ主催　白石市文化協会

　　ll㍉互 唱一 ：瓢1－1、 薯猫

　　文化協会では、一般市民の方々

　から次により作品を募集します。

’　ふるって出品してください。

　〉品目　絵画、書道、写真、手芸

　　その他陳列可能なもの。

　〉応募資格　高校生以上の臼石市

　　民に限る。

　〉出品料　1点につき500円

　レ締め切り　10月20日（土）12時まで

　〉作品搬入　11月1日（木）各自中央

　　公民館へ搬入。

　※詳しくは、文化協会事務局（中

　央公民館盈6－2453、4－5377）まで

　お問い合わせください。

黙

　　　　　　　謡脇噛

　　　1－　1

　オリエンテーリングとは、山野

を歩き、走り、早く正しく決めら

れたポイントを見つけながら体力

づくりをすすめる競技です。

　中央公民館では、次により開催

いたしますので、ふるってご参加

ください。

〉日時　10月30日（火）午前9時集合

　（雨天中止〉

レ場所　益岡公園（片倉公の碑前）

〉対象　小学4年生～6年生及び

　一般の方

レ持ち物　赤ボールペン、メモ用

　紙

〉申し込み先　市教育委員会管5－

　2111（内線411）または中央公民

　館盈4－5377へ10月23日まで申し

　込みください。

※4人1組で申し込んでください。

お父さん、お母さんも参加できま

す。

　覗　　　　　　罫一「｝

　逸－r・
盗焦〆

・｝ア　‘，

．r　　　　　　　・’・第1、

・算』1壱＼〆

　　　　　　4

瓦
券

F　ド、 卜当　珪r㌧｛・ll一，ゼ・「愉「

館内の整理とばく書（本の虫干

し）のため、10月1日（月）～10月10

日（水）までお休みします。

図　書館
　　〔図書館内〕

　昨年の4月～今年の3月まで発

行された本のうち、子どもにすす

めたい本、約500冊を展示いたしま

す。お子さんとご一緒に、ぜひお

出かけください。

　大切にしたいお気に入りの本に

出会えるかも知れませんね。、

〉期間　10月18日（木）～10月20日仕〉

　午前9：00～午後4：30※無料で究

★いま、読書に絶好の時一

　秋の夜長に、あなたの楽しいひ

とときを、旅行記、旅のエッセー、

風土記、冒険記などで過されてみ

てはいかがでしょう。

こ旅くに関する本、ただいま特集

中、どうぞご利用ください。

下

　県図書館が募集した「手づくり

絵本」の展示会が開催されます。

　優しさあふれる、楽しい作品が

いっぱい！ぜひ、お出かけくださ

い。※臼石市からの作品も約30点、

展示されます。

〉会場と期間

〔宮城県図書館〕10月20日（上）～10

　月27日（上）※21日（日）は休みます。

〔大河原町公民館〕11月2！日（水）～

　11月23日働
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第56回白石市民体育大会 期日　昭和59年10月10日（体育の日）雨天の時14日（日）
会場　白石第二小学校校庭（集合時間8時30分）
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〒989－02

市役所の所在地

白石市字桜小路35

費52111（代表）

国民年金

　国民年金には、経済的理由など

でどうしても保険料を納めること

ができない、というときのために、

他の公的年金制度にはみられない

保険料の免除制度があります。

　免除を受けていますと、年金を

受ける権利は確保されますが、将

来、老齢年金を受ける場合、免除

を受けた期間についての年金額は、

納めた場合と比べると3分の1で

計算されることになります。

　そこで、国民年金制度では、免

除を受けた方でもその後経済的に

ゆとりのできたときは、10年前の

免除期間までさかのぼって、その

当時の保険料額で納めることので

きる、有利な「追納制度」を設け

ています。

　将来、より多くの年金を受け、

ゆとりある老後を送るためにも、

免除を受けた期間はできるだけ追

納するように心掛けましょう。

　10月1日付けで斎川四一二区長

さんは、遠藤吉雄さんが委嘱され

ましたのでお知らせします。

17

　「健康食品を考えよう」をテー

マとして第14回消費生活展を開催

します。同時に不用品活用会を行

いますので、市民の皆さんお誘い

合わせの上ご来場ください。

〉期日　10月23日～10月24日

レ場所　白石市民会館

〉出品方法　10月！2日（期限厳守）

　までに市民課市民相談係（内線

　162）へ希望価格を記入してお

　ホ寺ちください。

※詳しくは、市民課市民相談係へ

お問い合せください。

レ期日　昭和60年2月9日～11日

＞募集人員　50名

レ募集期間　10月22日～11月末日

レ会費　65，000円

　申込時30，000円納入し、残金は、

　1月末日まで

＞主催　札幌臼石振興会

レ申し込み　札幌自石振興会事務

　局秘書企画課（3階）へお申し

込みください。

　10月14日（日）から10月20日U⇒まで

の1週間は「秋の行政相談週間」

です。

　総務庁では、行政相談制度のよ

り一層の利用を促進するため、こ

の一週間を「秋の行政相談週問」

総絶斉に各種の行事を実

　行政相談は、国をはじめ県や市

（町村）などの行政機関や公社、

公団などの仕事についてみなさん

がお持ちになっている苦情や要望

・意見などを「無料」で「親身」

に相談に応じ、その解決や実現の

お手伝いをするものです。

　この期間中、市の行政相談委員

は、いつでも自宅でみなさんから

のご相談に応じています。お気軽

にご相談ください。

行政相談委員名簿

氏名
小関利雄

佐藤三雄

驚　　　所

白石市字中寺前67－2

〃字番丁10

電謡番暑

（61－2106

151－2246

　宮城学院では春秋2期にわたり

生涯教育講座を設けております。

その一環として今秋は「秋のコン

サート」と題し美しい音色をおと

どけいたしますので、お気軽にお

出かけください。

＞日時　昭和59年10月27日仕）午後

　2時
レ場所　柿崎医院3階ホール

〉入場料　無料

〉演奏　ソプラノ独唱：佐藤潔子、

　フルート独奏：山司美恵、ビア

　ノ独奏・チェンバロ伴奏：菊地

　明子、解説：千田ふみ

〉主催　学校法人宮城学院

〉後援　白石市教育委員会

〉問い合わせ先　宮城学院同窓会

　白石支部鹿又費6－2500まで。

　　　　l　l〕二11㌦1

　　私たちの郷土には、たくさんの

　史跡や民俗文化財、天然記念物が

　あります。市教育委員会では、身

　近な文化財に親しんでいただくた

　め、第2回県内文化財めぐりを実

　施します。前回（7月）参加され

　た方は参加できません。なお定員

　に満たない場合は中止いたします。

　〉期日　10月23日〔火）雨天決行

　1〉集合時間及び場所　午前8時30

　　分市役所前
’　〉募集人員　35名

　〉参加料　1，500円

　〉見学予定地　築館町：双林寺

　　（薬師杉）、一迫町：山王囲遺跡、

　　　　　　　　　　　ぬるゆ　　花山村：仙台藩花山村寒湯番所

　　跡、岩出山町：旧有備館

　レ講師　市文化財保護委員長中橋

　　彰吾氏

　〉申し込み受付期間　10月8日（月）

　　～10月12日囲

　＞申し込み先　市教育委員会社会

　　教育課盈5－2111内線411まで。

　働く婦人の家では、59年度後期

の受講生を募集いたします。みな

さんふるってご参加ください。

＞期間　11月～昭和60年3月

＞対象　市内在住の婦人、在勤婦人

　市陸上競技協会では第20回記念

クロスカントリー（断効競走〉大

会を次により実施します。田、畑

などに設けられたいくつかの関門

を通過し最短距離で完走します。

小学4年生以上の方ならどなたで

も参加できますので、みなさんお

誘い合わせのうえお申し込みくだ

さい。

〉日時　11月11日（日〉午前9時、雨

　天の場合11月23日（勤労感謝の日）

〉会場　福岡小学校（スタート、

　ゴール）

〉種目

　〔2，500m〕一般ペア（夫婦ペア、

　男子ペア50才以上、女子ペア30

　才以上）、小学女子、一般男子50

　才以上、一般女子30才以上。

　〔3，500m〕一般男子40才代、女

　子30才未満、小学男子、中学・

　高校女子。

〔4，900m〕一般男子30才代、中

　学男子。

　〔8，900m〕一般男子30才未満、

　高校男子。

〉申し込み先　10月31日（胸まで市

「
1

／

〉受講料　無料、ただし教材費は

個人負担。

レ申し込み　働く婦人の家費5－50

　95へ10月20日（土）までお申し込み

　ください。

名座講

料理教室

七宝焼鴻座

着　付　教室

ハノチワーサ溝座

藤手芸講座

募集
人員

20

20

15

20

20

実施内　容

季節の料理

アクセサリーの製作

和服の美しい着方

墓礎から小ものまで

初級コース

実施曜臼

第1・3
　水曜日

第！・3

　金曜日

第1・3
　木曜日

第1・3
　水曜日

第2・4
　金曜日

実施時闇

午前10100～12：00

〃

ク

〃

※婦人の家では託児の施設もあります（3才～就学時前までのお子さん〉

　教育委員会社会教育課冊5－2111

　内線411番へお申し込みくださ

　いo
レ問い合わせ先　自石市字番丁8

　市陸協会長細田栄郎宅留6－3143

　まで。

『
刈

　声．昏渉需l　P　　F　ノ

　仙南かるた同好会では、中古の

時代より伝わる絵合わせの遊び方

教室を次により行います。

　家族そろってご参加ください。

〉期日　10月14日（日）

＞時間　午前10時～12時　午後1

　時30分～3時30分

〉場所　中央公民館第1講座室

〉講師　利仁流百人一首指導協会

　会長　高橋輝生氏

〉講座内容　絵合わせ、冠合わせ、

　四季合わせ、恋歌合わせ、雪月

　化、坊主めくりなど。

〉受講料　500円（なお、一部益金

　を青少年のために寄附を予定し

　ております。）

〉申し込み　高橋輝生会長宅費6－

　3238へお申し込みください。

墨1箱1、嶺瓦、甲捗　　デ

　初心者の方、これから基本を覚

えたい方、資格取得のための知識

としたい方が対象です。

〔1級技能士訓練コース〕

〉機械加工科（施盤加工法）

〔技能向上訓練コース〕

〉建築士基礎講座（建築施工法）

〉高圧電気工事基礎講座

レプレス加工入門

レ建築屋内壁面塗装

〉木工品、室内木部の塗装

1〉塗装用機器の取扱いと使用法

〉半自動溶接技術検定試験予備講

　習（炭酸ガス及びノーガスアー

ク溶接）

〉パーソナルコンビュータ（D基礎

※講習日程・申し込み・受講料等

の詳細については、宮城技能開発

センター開発援助課暦02236一〔2）

一2254までどうぞ。

ノ6



カメラ・ニュ関ス

∫糟「繭

鄭　｝、

　　聾P

　秋の交通安全運動（9月21日～30日）

　安全運動の初日（21日）、交通安
全白石支部・母の会役員が、臼石
駅前周辺で、通勤・通学生を対象

　に、「事故防止」の願いを込め、黄

色い羽根や安全標語の入ったチラ
、シを手渡しました。市長をはじめ
市幹部等も一緒に呼びかけに一役。

　　　　籐手芸講座

　9月21日働く婦人の家で藤手芸
講座が開かれました。講座では、

講師鶴岡玲子先生の指導のもと行
われ、参加した主婦25人は、長い
籐を編む作業に挑戦、製品づくり
では、慣れない手つきも時間が経
過すると一層向上していました。

　　蔵王の道標を設置

　9月9日臼峰会（山岳愛好グル
ープ）のメンペー20人は、雨と風の

なか、蔵王の五カ所（かもしか温
泉、追分など）に、ボーイスヵウ
ト連盟から贈られた道標を立てま

した。また同日は蔵王自然保護協
会員による清掃も行われました 、

休日急患当番医

月　日

10／7
10

14、

21

28

内 科

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

三浦クリニック（5〉6854

下夕 科

刈田病院（5）2145

加藤㈹医院（5）4701

堤医院（5）1181

筥　医　院（5）24101刈田病院（5）2145

　加藤同〉医院（5）2001 斎藤医院（5）1222

※都合により変更になる場合もあります。

　　　　　　定例相 談 （10月分）

柑談区分

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢　者

職業招介

社会保険
相　　談

税務木目言炎

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　　回

サービス

婦へ相談

無料法津
相　　談

身
相

者障

相談日

15

15

15

5・25

2・16

15

15

　15
毎週月・火・

水・木・金

Ilわ13・19

トゥホク25

ニホン　26

15

15

9

闘時

10：00～

　15＝00

10＝00～

　15：00

10＝00～
　15＝00

10＝00～
　12：00

10：00～

　13；00

9＝30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15＝00

13；00～
　14＝00

10＝00～
　12：00

10＝00～
　11：00

10：00～

　15＝00

10＝00～

　15＝00

10：00～

　15：00

場　　所

自石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2F皆本目言炎室

健康センター

2階相談室

白石市役所

第3会議室

臼石市役所

2階会議室

自石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

自石市役所

白石市役所

4階会議室

白石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地の売
買に関する税金、法人
の税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等
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